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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
六
十
六
）

　
　

ー
牛
久
沼
の
ほ
と
り
ー

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

長
編
小
説『
向
い
風
』

‐
劇
団
文
化
座
が
昭
和
40
年
に
初
演
‐

　

住
井
す
ゑ
の
書
き
下
ろ
し
の
長
編
小
説
数

多
く
あ
る
中
で
、
昭
和
33
年（
１
９
５
８
年
）

６
月
に
講
談
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た『
向
い
風
』

が
、
劇
団
文
化
座
で
昭
和
40
年（
１
９
６
５

年
）
の
７
月
３
日
よ
り
14
日
ま
で
、
港
区
赤

坂
の
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
初
演

さ
れ
て
い
る
。

　

『
向

い

風

』
は
、

敗

戦（
昭

和

20

年
・

１
９
４
５
年
８
月
15
日
）
間
も
な
い
農
村
が

主
た
る
舞
台
。
出
征（
軍
隊
の
一
員
と
し
て

戦
地
に
行
く
こ
と
）
し
て
い
っ
た
、
農
家
の

若
い
跡
継
ぎ（
そ
の
家
の
跡
を
継
ぐ
人
）の
復

員
が
遅
れ
る
一
方
で
、
農
地
解
放
が
進
む
、

そ
う
し
た
混
乱
の
中
で
、“
留
守
を
守
る
主
婦

の
た
く
ま
し
い
生
き
方
”が
ス
ト
ー
リ
ー
。

　

住
井
の
長
女
か
ほ
る
の
話
に
よ
れ
ば
、『
向

い
風
』公
演
の
舞
台
衣
装
で
あ
る
野の

ら

ぎ

良
着
は
、

住
井
が
近
所（
牛
久
沼
の
ほ
と
り
の
純
農
村
・

城
中
）で
調
達
し
た
と
い
う
。

劇
団
文
化
座
は
、
佐
佐
木
隆
・
鈴
木
光
枝
夫

妻
が
主
宰

　

文
化
座
は
、
井
上
正
夫
演
劇
道
場
の
メ

ン
バ
ー
で
あ
っ
た
演
出
家
の
佐
佐
木
隆
、

女
優
の
鈴
木
光
枝
ら
に
よ
っ
て
昭
和
17
年

（
１
９
４
２
年
）２
月
に
結
成
さ
れ
、
同
年
４

月
に
梅
本
重
信
作『
武
蔵
野
』で
旗
揚
げ
を
す

る
。
昭
和
20
年（
１
９
４
５
年
）、
日
本
の
現

代
演
劇
を
紹
介
す
る
目
的
で
満
州（
現
中
国

東
北
部
）
に
渡
り
、
そ
こ
で
敗
戦
を
迎
え
、

１
年
余
、
難
民
生
活
を
送
る
。
こ
こ
で
の
体

験
は
大
き
く
、「
戦
争
と
人
間
」
と
い
う
テ
ー

マ
が
そ
の
後
の
劇
団
の
主
柱
に
な
っ
た
。
劇

団
の
信
条「
地
か
ら
湧
く
演
劇
」
を
掲
げ
て
、

底
辺
に
生
き
る
人
々
に
光
を
当
て
た
作
品
の

上
演
を
続
け
て
き
て
、
来
年
は
創
立
70
周
年

の
節
目
を
迎
え
る
。

　

昭
和
62
年（
１
９
８
７
年
）よ
り
佐
々
木
愛

が
劇
団
代
表
に
就
任
し
て
い
る
。

　

創
立
よ
り
座
の
象
徴
的
な
存
在
で
あ
っ
た

鈴
木
光
枝
を
平
成
19
年（
２
０
０
７
年
）５
月

に
失
っ
た
が
、
現
代
表
の
佐
々
木
愛
を
中
心

に
、
近
年
は
中
堅
若
手
劇
団
員
の
成
長
も
著

し
く
、
定
評
の
あ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
は

益
々
磨
き
が
か
か
っ
て
い
る
。

　

平
成
20
年（
２
０
０
８
年
）10
月
に
上
演
し

た『
て
け
れ
っ
つ
の
ぱ（
蜂
谷
涼
原
作
）』
が

同
年
の
文
化
庁
芸
術
祭
大
賞
を
受
賞
、
同
22

年（
２
０
１
０
年
）よ
り
全
国
巡
演
を
開
始
し

て
、
ト
ル
コ
国
で
も
公
演
し
て
い
る
。

　

近
作
に
は
、『
こ
ん
に
ち
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
』、『
王
子
の
狐
か
ぎ
を
く
は
え
て
』、『
銀
の

滴
降
る
ま
わ
り
に
』、『
骸
骨
ビ
ル
の
庭
』な
ど

多
彩
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
誇
っ
て
い
る
。

住
井
す
ゑ
と
佐
々
木
愛
の
対
談
集
よ
り
抜
粋

　

昭
和
63
年（
１
９
８
８
年
）に
文
化
座
の
機

関
誌
上
で
行
わ
れ
た
住
井
と
佐
々
木
の
対
談

集“
愛　

夢
ば
な
し（
教
育
史
料
出
版
会
刊
）”

に
収
録
さ
れ
て
い
る
佐
々
木
の
話
の
一
部
分

を
抜
粋
し
て
次
に
記
し
て
み
た
。

佐
々
木　

ま
た
あ
る
彫
刻
家
と
の
話
で
、
牛

久
の
地
名
や
住
井
先
生
の
名
前
が
出
ま
し
た

ら
、
若
い
の
に
ど
う
し
て
あ
な
た
は
住
井
す

ゑ
な
ん
て
名
前
を
知
っ
て
い
る
の
か
と
い
わ

れ
ま
し
た
。
だ
っ
て
私
は
住
井
先
生
が
好
き

だ
し
尊
敬
し
て
い
る
か
ら
と
答
え
る
と
、
自

分
も
そ
う
だ
、
あ
の
人
が
牛
久
沼
の
ほ
と
り

に
い
る
こ
と
が
、
創
作
の
源
に
な
っ
て
い
る

ん
だ
と
い
う
ん
で
す
ね
。
遠
く
離
れ
た
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
か
ら
先
生
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
牛

久
に
熱
い
思
い
が
向
け
ら
れ
て
い
る
ん
で

す
。
仕
事
が
つ
ら
い
と
思
い
悩
ん
で
い
た
私

が
、
た
ま
た
ま
先
生
の『
大
文
豪
な
ら
い
ざ

し
ら
ず
…
』
の
文
章
に
出
あ
っ
て
励
ま
さ
れ

た
り
し
た
み
た
い
に
、
私
の
場
合
も
微
力
で

す
け
れ
ど
も
、
何
か
に
行
き
詰
ま
っ
て
い
る

人
が
私
た
ち
の
お
芝
居
を
観
て
元
気
が
出
た

と
か
、
ふ
っ
と
目
か
ら
う
ろ
こ
が
落
ち
る
み

た
い
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
嬉
し
い
な
と
。

※
劇
団
文
化
座
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
等
の
掲
載

に
際
し
て
は
代
表
の
佐
々
木
愛
さ
ん
を
は

じ
め
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ

い
た
こ
と
を
特
に
記
し
て
お
く
。

住
井
す
ゑ
の
長
編
小
説『
向
い

風
』‐
劇
団
文
化
座
が
公
演
‐

『向い風』公演シーン。左から佐々木
愛、鈴木光枝、森居利昭。昭和50年
に再演があり、全国巡演された。同
年７月５日には土浦市民会館でも公
演があり、住井すゑも観劇している。

※文中の敬称は省略します。

劇団文化座創立70周年記念

～田端アトリエ連続公演～

10月13日（木）～23日（日）

　「獅子」

　作／三好十郎　演出／原田一樹

　出演／有賀ひろみ　青木和宣　

　　　　小林悠記子　ほか

10月28日（金）～11月6日（日）

　田端文化座アトリエ、新潟高橋竹山邸ほか

【特別企画】

　佐々木愛・高橋竹山によるふたり旅

　「越後つついし親不知」

　作／水上勉　　構成・演出／金大偉

劇団文化座代表
佐々木愛近影

※「住井すゑとその文学の里」は完結しました。広報うしく9月1日号（正岡

　子規と牛久沼）からは、うしくの歴史全般にわたって掲載します。


